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　【
う
ら
へ
続
く
】

　

石
井
国
交
相
が
辺
野
古

埋
め
立
て
承
認
撤
回
の
執

行
一
時
停
止
（
10
月
30

日
）。
「
玉
城
知
事
が
国

地
方
係
争
処
理
委
員
会
に

申
し
出
る
、
と
強
い
憤
り

を
示
し
た
」
「
国
民
の
権

利
を
守
る
制
度
を
政
府
が

目
的
外
使
用
、
防
衛
施
設

庁
が
私
人
を
名
乗
っ
て
撤

回
申
請
、
政
府
の
自
作
自

演
で
県
民
の
権
利
を
無
視
、

と
ん
で
も
な
い
話
だ
」「
県

民
の
粘
り
強
い
た
た
か
い

（
１
）

　

10
月
30
日
、
韓
国
の
最

高
裁
判
所
は
、
元
徴
用
工

の
韓
国
人
４
人
に
た
い
し
、

新
日
鉄
住
金
に
損
害
賠
償

を
命
じ
る
判
決
を
言
い
渡

し
た
。

　

安
倍
首
相
は
、「
１
９
６

５
年
の
日
韓
請
求
権
・
経

済
協
力
協
定
に
よ
っ
て
完

全
か
つ
最
終
的
に
解
決
し

て
い
る
」
と
の
べ
、
全
面

徴
用
工
問
題
の
公
正
な
解
決
を
求
め
る

―
韓
国
の
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て

　

日
本
共
産
党
・
志
位
委
員
長
が
見
解
（
要
旨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

11
月
１
日

　

米
軍
横
田
基
地
に
米
空

軍
特
殊
作
戦
機
Ｃ
Ｖ
22
オ

ス
プ
レ
イ
が
正
式
配
備
さ

れ
た
こ
と
に
抗
議
す
る
東

京
大
集
会
が
10
月
27
日
、

福
生
市
多
摩
川
中
央
公
園

で
開
か
れ
ま
し
た
。
約

２
０
０
０
人
が
「
日
本
の

ど
こ
に
も
オ
ス
プ
レ
イ
は

い
ら
な
い
!!
」
の
カ
ー
ド

を
力
強
く
掲
げ
て
同
基
地

ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
大
坪
国
広

瑞
穂
町
議
が
実
態
を
告
発
。

市
民
か
ら
「
オ
ス
プ
レ
イ

オ
ス
プ
レ
イ

日
本
の
ど
こ
に
も
い
ら
な
い

　
　

横
田
配
備
に
抗
議
の
集
会

あ
る
。

　

日
本
政
府
と
該
当
企
業

が
、
過
去
の
植
民
地
支
配

と
侵
略
戦
争
へ
の
真
摯
で

痛
切
な
反
省
を
基
礎
に
し
、

こ
の
問
題
の
公
正
な
解
決

方
向
を
見
い
だ
す
努
力
を

行
う
こ
と
を
求
め
る
。

　

見
解
は
韓
国
大
使
館
と

在
朝
鮮
総
連
本
部
に
送
付

し
ま
し
た
。

の
発
着
訓
練
、
ホ
バ
リ
ン

グ
が
夜
の
10
時
ま
で
行
わ

れ
、
騒
音
や
振
動
が
ひ
ど

く
、
怖
く
て
眠
れ
な
い
」

と
怒
り
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
「
オ
ス
プ
レ
イ
は

ア
メ
リ
カ
に
持
っ
て
帰
っ

て
も
ら
お
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
か
ら

宮
本
徹
衆
院
議
員
が
あ
い

さ
つ
。
日
米
地
位
協
定
の

見
直
し
な
ど
「
米
国
に
も

の
の
言
え
る
政
治
を
つ
く

的
に
拒
否
し
、
韓
国
を
非

難
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

　

こ
う
し
た
日
本
政
府
の

対
応
に
は
、
重
大
な
問
題

が
あ
る
。

（
２
）

　

日
韓
請
求
権
協
定
に
よ

っ
て
、
日
韓
両
国
間
で
の

請
求
権
の
問
題
が
解
決
さ

れ
た
と
し
て
も
、
被
害
に

あ
っ
た
個
人
の
請
求
権
を

消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
日
本
政

府
が
国
会
答
弁
な
ど
で
公

式
に
繰
り
返
し
表
明
し
て

き
た
こ
と
で
あ
り
、
日
本

の
最
高
裁
判
決
で
も
明
示

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

（
３
）

　

１
９
６
５
年
の
日
韓
基

本
条
約
お
よ
び
日
韓
請
求

権
協
定
の
交
渉
過
程
で
、

日
本
政
府
は
植
民
地
支
配

の
不
法
性
に
つ
い
て
一
切

認
め
よ
う
と
せ
ず
、
謝
罪

も
反
省
も
行
わ
な
か
っ
た

こ
と
は
、
動
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
歴
史
の
事
実
で

ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

「日本のどこにもオスプレイはいらない!!」のプラカー

ドを掲げる参加者（福生市多摩川中央公園）
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

に
追
い
詰
め
ら
れ
た
安
倍

政
権
の
暴
挙
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

辺
野
古
で
海
上
関
連
の

作
業
が
再
開（
１
日
）。「
県

知
事
選
で
示
さ
れ
た
民
意

を
踏
み
に
じ
る
工
事
は
即

刻
や
め
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

改
憲
問
題
に
関
す
る
日

経
世
論
調
査
（
26
、
27
日

実
施
）
が
話
題
に
。
「
国

民
投
票
の
時
期
に
つ
い
て

の
質
問
に
、
そ
も
そ
も
憲

法
改
正
反
対
が
最
多
の
37

％
を
占
め
た
」
「
前
回
よ

り
９
％
も
急
増
し
た
」「
安

倍
首
相
の
改
憲
発
言
に
反

比
例
し
て
慎
重
論
が
強
ま

っ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ド
コ
モ
が
携
帯
電
話
料

金
の
値
下
げ
を
発
表
（
31

日
）。
「
来
年
４
～
６
月

期
か
ら
２
～
４
割
程
度
値

下
げ
す
る
と
の
こ
と
」「
値

下
げ
は
歓
迎
だ
が
、
そ
の

　

安
倍
政
権
が
２
０
１
３

年
以
降
の
約
６
年
間
に
削

減
し
た
社
会
保
障
費
が
、

少
な
く
と
も
３
兆
８
８
５

０
億
円
に
の
ぼ
る
こ
と
が

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
試

算
で
分
か
り
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
、
高
齢
化

や
医
療
の
高
度
化
で
当
然

に
増
え
る
社
会
保
障
費
の

自
然
増
分
を
、
毎
年
の
予

算
編
成
過
程
で
大
幅
に
削

事故率突出の
　　　CV22 オスプレイ

　人口密集の横田配備

原発ゼロ基本法案を審議せよ！　
再稼働反対！原発ゼロ政権の誕生を！
11・11 原発ゼロ☆国会前集会

【日時】11 月 11 日（日） 14:00 ～ 16:00

【場所】国会正門前（南庭側）

【主催】首都圏反原発連合

軍
司
泰
史

『
ス
ノ
ー
デ
ン
が
語
る

「
共
謀
罪
」
後
の
日
本

－

大
量
監
視
社
会
に

抗
す
る
た
め
に
』

 　

 

岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　

５
８
０
円

　

昨
年
５
月
、
共
同
通
信

編
集
委
員
の
著
者
が
ス
ノ

ー
デ
ン
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
。
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
ま
だ
な
の
に
な
ぜ
今
共

謀
罪
を
通
そ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
森
友
・
加
計
疑

惑
の
火
急
の
問
題
が
あ
る

の
に
」
と
日
本
の
事
情
に

詳
し
い
。
「
権
力
者
は
、

政
府
に
対
す
る
国
民
の
掌

握
力
を
徐
々
に
弱
め
る
、

国
民
の
意
思
に
従
う
必
要

の
な
い
と
こ
ろ
ま
で
」
と

い
う
警
告
に
ド
キ
リ
と
し

た
。
そ
し
て
「
す
べ
て
の

投
票
に
意
味
が
あ
る
」
と

強
調
す
る
。
権
力
と
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
根
源
的
な
こ

と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

社
会
保
障
費
３
・
９
兆
円
削
減

安
倍
政
権
の
６
年
間

　
　

生
活
保
護
・
年
金
・
医
療
・
介
護

　
　

全
世
代
に
生
活
苦

「
各
国
の
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
を
正
確
に
把
握
で

き
る
と
い
う
」
「
温
暖
化

対
策
の
パ
リ
協
定
の
目
標

達
成
に
貢
献
す
る
役
目
を

担
っ
て
い
る
」
「
原
発
依

存
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
に
消
極
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
も
転
換
す
べ
き

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
11
月
に
入
り
晴
れ
て

も
空
気
が
乾
燥
し
ヒ
ン
ヤ

リ
し
て
き
た
」
「
娘
が
外

出
着
で
悩
ん
で
い
た
」「
初

冬
の
風
物
詩
の
酉
の
市
が

は
じ
ま
っ
た
」

分
を
社
員
に
強
い
る
の
は

や
め
て
欲
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
観
測

衛
星
「
い
ぶ
き
２
号
」
の

打
ち
上
げ
成
功
（
29
日
）。

輸
送
を
担
い
、
夜
間
や
超

低
空
の
飛
行
、
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
降
下
な
ど
危
険
な
訓

練
を
行
う
た
め
事
故
率
が

高
い
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

Ｃ
Ｖ
22
は
、
米
国
内
で

は
２
カ
所
に
配
備
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
周
辺
に
民
家

は
あ
り
ま
せ
ん
。
危
険
な

Ｃ
Ｖ
22
を
人
口
過
密
の
首

都
圏
に
配
備
し
、
自
由
勝

手
に
飛
ば
す
の
は
異
常
で

す
。

　

米
軍
横
田
基
地
に
配
備

さ
れ
た
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ

イ
の
事
故
率
（
10
万
飛
行

時
間
当
た
り
の
事
故
数
）

は
、
最
も
深
刻
な
「
ク
ラ

ス
Ａ
」
が
４
・
05
で
Ｆ
22

ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
に
次
ぎ
、

「
ク
ラ
ス
Ｂ
」
が
41
・
87

と
、
他
の
米
空
軍
機
と
比

べ
突
出
し
て
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
（
表
）。

　

Ｃ
Ｖ
22
は
、
主
に
敵
地

潜
入
の
特
殊
作
戦
部
隊
の

減
。
そ
れ
と
は
別
枠
で
医

療
や
介
護
の
法
改
悪
を
次

々
に
行
い
、
社
会
保
障
費

を
圧
縮
し
て
き
ま
し
た

（
表
）。

　

安
倍
政
権
は
、
19
年
10

月
に
消
費
税
率
を
10
％
に

引
き
上
げ
る
口
実
と
し
て

「
お
年
寄
り
も
若
者
も
安

心
で
き
る
全
世
代
型
の
社

会
保
障
制
度
」
へ
の
転
換

を
あ
げ
ま
す
が
、
そ
の
実

態
は
全
世
代
を
生
活
苦
や

将
来
不
安
に
陥
れ
る
社
会

保
障
破
壊
で
す
。


